
 

 

 

 

 

 

 

 

★ 会長の時間 藤原太伸会長 

         会員の皆様におかれましては、8 月 30 日一昨日の台風の被害は、どうだったでしょうか。

東北の太平洋側への台風上陸は、気象庁が統計を取り始めた昭和 26年以来初めてで、気象庁

によると、台風 10号は 30日午後 5時現在、中心の気圧が 965ヘクトパスカル、最大風速は

35メートル、最大瞬間風速は 50メートルで、中心の北東側 250キロ以内と南西側 110キロ

以内は風速 25メートル以上の暴風域となっており、勢力を保ったまま午後 6時ごろ岩手県大 

船渡市付近に上陸した。とのことでした。大船渡では、日降水量 95ミリ、最大瞬間風速は 

25.3 メートル、大船渡港では、満潮の時刻と重なった午後 3 時前に潮位約 1.2 メートルを超え観測史上最高を

記録したようです。 我社は、移動式クレーン・仮設足場等の仕事をしていますので雨と言うより風が心配で

す。全国ニュースで宮城県の防潮堤建設現場で仮設足場が 40メートルにわたり転倒・倒壊と言うのを見て気仙

地区も大変なことになると思いました。事前情報で大船渡も大変な事になるとおもい前日の 29日の日に危ない

と思われる現場を手直し・確認させ台風に備えました。30日の午後の２時頃から４時頃が、一番雨風がひどく

なっていたと思います。大丈夫かと思い４時頃状況確認に各現場を見回りしました。言葉使いは良いと思いま

せんが、予想していたほど大船渡地区は、被害が少なかったのではないかなと感じほっとしています。今回台

風が大船渡市に上陸しましたが上陸場所が、もし宮城県の仙台市あたりだったら、大船渡はもっと甚大な被害

になっていたかもしれない、とある知人から聞きました。  

ニュース等では、釜石・岩泉・久慈地区等の県北地区が甚大な被害が出ているとの現状です。この台風 10号

で県内 11名の尊い命が犠牲になったとの情報が有ります。今後の犠牲者増えるかもしれませんが、その方々の

ご冥福をお祈り申し上げます。 今回の台風 10号、観測史上初の東北地方上陸とのことですが、これからは世

界的異常気象の中で、数年に一度の割合になるかもしれません。自然災害（津波・地震・台風・ゲリラ豪雨）

等は、いつ何時襲うかわかりません、津波てんでんこ、ともいうように、災害時は各々の自己判断で対応して

いかなければならないと思いますので、早く情報を知り、備えあればうれいなしのことばを、実践して被害を

最小限にして頂きたいと思いますし、また釜石・岩泉・久慈地区の方々に、震災で受けた支援を何らかの形で

恩返しできればと思います。一早い復旧・復興を祈り 会長の時間といたします。 

 

◆◆◆   幹事報告  ◆◆◆ 

 

１ 米山梅吉記念館より  秋季例祭の案内と賛助会入会のお願いが届いています。 

    例祭 日 時  平成 28年 9月 24日（土）14時～ 

       場 所  米山梅吉記念館 ホール 

    賛助会員 年間 3,000円の会費で賛助会員となる。 

・・・ 例 会 記 録 ・・・ 

            ９月第１週例会 ２０１６年９月１日（木） 

ソ ン グ ： 君が代        ボックス ：２５，０００ 円 （報告者 阿部英氣 会員） 

本日出席率 ：５３．４５％ 前回修正後４４．８２％（ﾒｰｷｬｯﾌﾟ２名）  (報告者佐々木敏彦 会員） 
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２ 花巻南ロータリークラブより    創立 50周年記念式典の案内が届いています。 

   日 時  11月 26日（土）13時 30分～ 

   場 所  式 典 花巻市定住交流センターなはんプラザ 

        祝賀会 ホテルグランシェール花巻 

   登録料  10,000円     締切り  10月 31日 

 

               ◆◆◆   委員会報告  ◆◆◆ 

 

★ 菅野嘉洋親睦委員長 

先週の屋形船に於いての納涼例会に多くの会員さんに参加頂きありがとうございました。 

★ 木下彰則環境保全小委員長 

・ 本日予定の育みの像清掃は、台風の雨により地盤が軟らかくなっているので中止とします。 

・ 七福神練習の案内 後ほど FAXにても連絡いたしますが、９月１１日（日）下平地域公民館に於いて 

平七福人の方にご指導を頂く事となりました。関係者皆様の参加お願いします。 

 

 ◆◆◆   本日のプログラム  ◆◆◆ 

               青少年委員会 ： ＩＡ年次大会参加報告   

★ 古内一二会員 

         それでは 2016=2017年度 第２５２０地区インターアクト年次大会の報告をさせて頂き 

ます。 

  会場は加美町文化会館バッハホールでした。大会テーマは「翔け！～インターアクトで 

描け 夢地図｝と言うもので、参加高校は 17校でした。因みに昨年新しく多賀城 RCのもと 

宮城県立多賀城高校にインターアクトクラブが設立されまして、初めての年次大会参加とな 

ったようです。 今年のホスト校は宮城県加美農業高校で、ホストクラブは加美ロータリークラブです。 

 今大会には西 RC から私と鈴木信男さん、錦山さんでした。来賓として濱守ガバナーはじめ、ガバナーエレ

クトの藤﨑様、加美町長様も出席され大変盛り上がりました。 

 大会の受付場所では農業高校らしく、自校で作ったジュースの無料配布、なすび・トマト、大場などの色々

な野菜を格安での販売は、各ロータリアン、各校の皆様に大変好評でした。 

 また、今大会は国際交流活動の企画としてモンゴル、台湾、中国の留学生と各高校生とのスライドを利用し

た交流会もあり、私自身も大変興味深く聞かせて頂きました。 

 活動報告については、各校７分程度の持ち時間で５～６校、３部に分かれての発表でした。熊本震災を恥じ e、

各種多くの募金活動、近隣施設の清掃、各地区でのイベントへの参加等、各校素晴らしいプレゼンでした。 

 その中で我々が支援させて頂いている大船渡東高校インターアクトクラブの発表は特に素晴らしいものでし

た。活動の数、そして活動の内容、すべて他行に自信を持て発表できる内容のものでした。これは、佐々木敦

子先生の指導の下大船渡東高校インターアクトクラブの奉仕に対する意識の表れだと思います。そして、我々

西 RC祖活動に携わり、微力ながらも支援していることに喜びと感謝を感じた一日でした。 

 最後になりますが、インターアクトと言う用語の由来は、インターナショナル（国際）を意味するインター

とアクション（行動）を意味するアクトに由来するそうです。 

 今後ますますグローバル化が求められる日本で、一人でも多くの青少年が国際社会で活躍できる足がかりに

なるようなクラブであってほしいと願って、今年度の IAC年次大会の報告とさせて頂きます。 

有難うございました。 

 

 


